
INFORMATION

　広報「きずな 6月号」に、「清掃センター（ごみ処理施設）の今後の方針について」
を掲載しました。清掃センターの新設等の情報をシリーズとしてお伝えします。初回
は、現在の清掃センターについて紹介します。
　加茂市・田上町消防衛生保育組合が運営する清掃センターは、昭和 55 年 10月
に竣工。すでに 41 年が経過しています。焼却方式は階段式ストーカ方式焼却炉を
採用し、焼却能力は日量 60ｔで設計されました。ストーカ方式とは、ストーカ（火格子）の動きによって、ごみ
を攪拌し搬送しながら燃やす方式です。
　現在、新しい焼却場建設に向け動いておりますが、完成は最短でも令和 13 年度です。今後 9年間は、現施
設を使用していかなければなりません。令和 3年度では清掃センターで、加茂市と田上町の可燃物を年間約
12,660ｔ焼却しております。加茂市と田上町の人口約 36,000 人から1人あたりの量を計算すると、1年間で
約 351 ㎏、1日あたり約 960ｇの可燃物を廃棄していることとなります。廃棄する可燃物の量を一人あたり1
日100ｇ減らすだけでも、1日3.6ｔの減量化ができます。1人 1人が、廃棄する可燃物の量を少しでも減ら
すことで、41 年間、稼働している焼却炉の稼働負担軽減につながりますので、皆さまからもご協力をお願い
します。

☎

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　加茂市・田上町消防衛生保育組合では、長期的な視野でごみ処理を進めるため「一般廃棄物処理基
本計画」を令和3年度に策定しました。また、今後のごみ処理施設の在り方を明確にするため「ごみ処理
施設整備基本構想」も同年に策定しました。
　これらの計画・構想については、加茂市ホームページ内の組合のページにて9月
15日より公開します。また、田上町役場町民課と加茂市役所環境課においても、9月
15日～9月30日までの期間で閲覧もできますので、ご覧ください。
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